
令和２年度

事 業 報 告

自 令和 ２ 年４月 １ 日

至 令和 ３ 年３月３１日

東京都千代田区内幸町１丁目３番２号

一般財団法人 自治総合センター





１．国際交流活動事業　　　　　　　　                （６６５，４７２円）

（１）EROPA地方行政センターへの助成          　     ６６５，４７２円

２．調査研究事業 （８，４９３，０３１円）

（１）２１世紀地方自治制度についての調査研究            １，１２２，９００円

（２）地方分権に関する基本問題についての調査研究　　  ２，３０９，５０４円

（３）地方分権時代にふさわしい地方税制のあり方に関する調査研究 　 ７４０，６８７円

（４）地方公務員の給与等に関する調査研究　　　　　　 ９６７，６８０円

（５）地域づくり人材の養成に関する調査研究 ３，３５２，２６０円

　定年引上げを実施する際の地方公務員における６０歳を超える職員の給与の在り方に

ついて、国家公務員と異なる取扱いをする際の留意事項や地方公共団体独自の実情等に

ついて調査研究を行った。

令和２年度事業報告

　地域社会の変動及び住民生活の変化に即応し、住民の自治意識の向上を図るとともに、地方公

共団体の行財政運営の円滑化に資する各種の活動及び地域の振興に資する事業を通じての宝くじ

の社会貢献広報に関する活動を行い、もって、地方自治の振興及び住民福祉の増進に寄与するこ

とを目的として次の事業を行った。

  地方公共団体の行財政運営の円滑化に資するため、地方自治に関する基礎的、総合的な

調査研究を行った。各調査研究ごとに、学識経験者、実務者等からなる研究会を設置し、

成果を報告書にとりまとめ、地方公共団体等に配布するとともに、ホームページに掲載し

た。

　地方自治を取り巻く状況の変化を踏まえ、２１世紀における地方自治制度の運用上の

諸課題、新たな制度改正の展望等について調査研究を行った。

　地方の自主独立性が高まる中、地方分権に関する種々の改革の進展や課題を視野に入

れながら、その基本問題について先進的かつ実践的な調査研究を行った。

　近年の経済社会構造の変化を総合的に把握し、今後の地方税制度において生じること

が見込まれる課題について、論点の整理とそれらを踏まえた地方税制のあり方等につい

て調査研究を行った。

　公的機関における人材育成の実態、地域で活動する人材育成及び確保に係る課題の整

理、解決手法、行政と地域ＮＰＯ等との役割等について調査研究を行った。
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３．調査委託事業　　　　　　　　                    （２３，９９７，８１０円）

（１）地方行財政リポート委託調査      　     １１，９９７，８１０円

（２）地方公共団体の政策立案研究用事例集委託調査 １２，０００，０００円

４．文化振興事業 （２３７，２０２，５２３円）

（１）宝くじ文化公演事業 １６５，６４６，１５９円

（２）イベント等協賛事業 ４３，０００，０００円

（３）宝くじスポーツフェア事業 ２８，５５６，３６４円

  宝くじ文化公演事業として、交響楽団による演奏会、講演会、その他の公演につい

て、次のとおり４事業を行った。

　青少年の健全育成や、明るいまちづくりなどコミュニティ活動の充実・強化を図るこ

とにより、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与することを目的として、次の

とおり３事業を行った。

　地方公共団体等が行う地方自治の振興と住民福祉の増進等を図るための事業に対して

協賛・提供した。

　地方公共団体の政策立案研究用事例に関する調査及び自治大学校研修生優秀政策課題

論文集の作成を行い、地方公共団体等に配布した。

　地方公共団体に共通する行政上の課題に関係した諸調査を行い、２件のリポートを取

りまとめ、地方公共団体等に配布した。

①宝くじ文化公演 １２団体 ７６，８４９，９５０円

②宝くじふるさとワクワク劇場 １団体 ３７，２９７，０３０円

③宝くじまちの音楽会 １団体 １３，３７９，５６１円

④宝くじおしゃべり音楽館 ３団体 ３８，１１９，６１８円

合計 １７団体 １６５，６４６，１５９円

①ドリーム・ベースボール １団体 ２０，７２９，４６７円

②はつらつママさんバレーボール ３，８７１，４０６円

③ドリーム・サッカー ３，９５５，４９１円

合計 １団体 ２８，５５６，３６４円
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５．コミュニティ助成事業                  （６，１３９，５００，０００円）

６．環境保全促進助成事業 （１８，２００，０００円）

  環境学習・環境保全活動の推進を図るための事業に対して助成した。

７．シンポジウム助成事業 （３６，９００，０００円）

８．附属明細書

  事業報告の内容を補足する重要な事項はないので附属明細書は作成しない。

  活気に満ちた地域社会づくりの推進を図るためのシンポジウムに対して助成した。

　コミュニティ活動を促進し、その健全な発展を図るため、次のとおり助成を行った。

２０団体 ３６，９００，０００円

１９団体 １８，２００，０００円

（１）一般コミュニティ助成事業　       　　　　１，６６２団体 ３，６１７，６００，０００円

（２）コミュニティセンター助成事業             １１５団体 １，４５６，７００，０００円

（３）地域防災組織育成助成事業               　     ４６３団体 ５５３，３００，０００円

（４）青少年健全育成助成事業                     　 　７団体 ５，０００，０００円

（５）地域づくり助成事業                    ６５団体 ３８１，６００，０００円

（６）地域の芸術環境づくり助成事業                ４６団体 １２３，０００，０００円

（７）地域国際化推進助成事業                   ３団体 ２，３００，０００円

合計 ２，３６１団体 ６，１３９，５００，０００円
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